
報 告

F2132岐阜県系下強震調査報告

本多弘吉・三浦武亜

昭和 9年 8月 18日11時 89分頃本州中央部の康範聞に亙りかたりの地震を感

じた。岐阜勝、郡上，武儀':加茂等の諸郡では震動特に強く多少の被害もあうた。三えに

此の地震の調査結果の概要を報告する。

験測結果

第 1固 震度分布国

85
0

43'，八幡町の南東約 10粁と求めらがた。

(三浦武豆)

此の地震の震度分布を第 1

固に示す。本州中部地方の全

般，関東地方及近畿地方の大

部分から中図及四園地方。一

部にかけて可なりの康範固に

人身感莞を生じた。賓地踏査

に依ると震央附近では強震程

度と推定される。園中黒鮪は

地鳴を聴取した地鮪で、岐阜，

名古屋の諸膝下から京都府及

兵庫燃の北部等に散在してゐ

る。震央は東経187002'，北緯

P波及 P~sq戸時曲線を第2固に示す。圏中 P波の走時曲線は震源の深さ 10

粁に霊まする計算値を記入したもので，賓測値と大韓一致してゐる。之等の事から震源

の深さは約 10粁内外と推定される。

各地観測所で観測された P波初動の水平成分を第3園に示す。震央を過り略よ北

400 西及之に直角なごうの直線で四象限に分つと，東及西の二象限では初動は疎波，

他の二象限では密波となり，震源附近の地殻内の所謂推定主底力の方向は略主西彼北

一束徴南に向いてゐる。

(1)ー和達，鷺坂，益田;中央気象聾欧文義報，第 7巻， 87-100. 
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第 2園走時曲線
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護震時! 初 動 初期徴勤 設震n)f 初 動 初期能動
震央距離観測所

llh+ P--S 
震央距離 観測所

N E Z llh+ N E Z P--S 
η 

1μ 2 1μ 3 
μ m s km m μ μ μ m . s 配m

新 1卑 39 28.5 + 十 40.0 300 ，品.，.a.，... 崎 40 07.5 1 07.5 667 

釘h 子 29.0 一 49.2 342 Jj~ 本 08.4 一 2.4? 一 2.6? + 1.6 1 216? 666 

室 戸 31.8 一 一 43.8 373 繭岡(支〉 10.3 1 29.7 650 

高 全日 32.8 一 45. 400 青 森 12.7 1 45.9 655 

八丈島 33.5 一 39.5 384 町長 同 14.6 一 1 25.0 650 

踊 島 33.8 + 0.2 一 0.4 一 51.6 384 殻 原 17.4 1 49.1 726 

新居演 35.9 一 53.6 397 鹿児島 18.4 一 一 1 22.0 756 

山 形 38.4 一 1 00.0 408 長 崎 18.9 1 21.4 737 

松 向 39.0 1 30.0 441 大 五E 19.0 一 一 1 40.0 760 

清 水 41.0 一 1 14.6 497 釜 U.r 26.4 一 1 37.8 730 

潰 田 42.4 47.3 460 宮 江 27.1 一 1 45.4 834 

石 巻 42.6 41.1 343 函 館 28.7 200. 747 

大 分 44.2 114. 567 キL 幌 40.3 908 

仙 選 46.01- 5.3 1- 4.5ー 3.9 1 06.1 443 京 披 47.0 1 36.8 921 

民 烏 46.1 57.6 441 仁 JII 49. 一 ] 47. 949 

呉 46.6 一 1 00.0 439 名 瀬 55.5 一 一 3 23. 1080 

宇和島 48.7 1 08.0 500 旭 JII 59.1 一 1006 

軍大 悶 56.6 一 1 26.2 518 平 壌 41 03.5 2 08.7 1062 

ァ1c 得 58. 55. 524 佐 賀 18.3 127.6 674 

r凸且曾 古 59.0 1 11.7 616 期i 事j 24.4 2 35.0 1384 

盛 問 59.2 1+ 3.1 1+ 2.91+ 2:0 1 03.7 572 』同民 口 48.4 ー- 4069 1403 

温泉岳 40 01.2 1 57.3 706 

下 sm 07.2 一 1 16:2 586 
ー・ ._. 句 E 亭日司..._...-唱-~ -_. 明・ 圃目喧.-~ -._-. . _...甲山田曹』許 a喝、，司-- ._~-司晶--圃



授震機構と本赤¥11中央部地殻上層に於ける起震歪力

第4国推定主毘力の方向

.、G//
/:  、ji

第5国儀震の初動方向

CA) 18日 12時 47分 CB) 18日 14時的分

(本多弘吉)

前項に依ると今同の地

震の起震歪力の主慶力の

方向は略西微北一束微南

と推定された。之を明治

21年の濃尾大地震及大正

14年以来本州中央部に

起った著しい浅欝也震の

~}震機構から推定された

推定主犀力の方向と共に

地匿iムに園示すると(第

4固)，夫等相互の聞には

極めて密接な関係の存在

する事が判る。郎此の地

震も本州中央部の地殻上

居に働いてゐると考へら

れる西北西一東南東向き

の大規模な水平塵力の一

つの現はれ主も考へられ

る。

今岡の地震では飴震は

同数も少く飴り大きなも

のはなかったが，共のう

ち稲著しかったのは 18

日12時47分及同 14時

06分頃の地震であるO 共

の初動分布は第5固に示

す如く本震と同様で， ~p 

之等飴震も矢張本震と略

同ーな護震機構で起って

ゐるととが推定‘される。

踏査報告 (本多弘吉〉

命に依り 8月20日東京設，岐阜測候所の方々と協力， 21， 22の雨日に亙り震央地

域を調査した。ヨたに共の結果の極概略を記す。

長良川に沿ふ下JII村，相生村，八幡町等では震動が特に強かった様である。家屋の

餌潰等はないが土蔵の壁に亀裂を生じたり一部の剥落したものなど若干認められた。

(127 ) 



第 6 、 ーヘ国 e 

うが落ちた程度である。

此の地吟方の道路は一方は

断崖で長良川に臨み，他

方ーはl険しい山腹となって

ゐる~，道路に極小さい

乍ら亀裂を生じた所が多

eい。相生村箱阪附近では

山腹から大岩石が落下し

..".て道路を破壊し更に数十

米下方の川床に崩落し，

丁度共の漫で釣魚をして

ゐた人のうちー名が逃げ

おくれて重傷を負った由

である。

金山町，菅田町，紳淵

村，下麻生町等で、は盛土

をした道路に小さい亀裂

を生じたれ屋根瓦が幾

今同わ踏査中特に注意されたのは八幡町慈恩寺境内墓地の石碑が殆どすべて時針の

向きに十数度廻縛しておた事で，金山町墓地でも時針向き，紳淵村では一部反時針向

き，上麻生村大穴でほ反時針向きのものが多かった事である。共の他岩石が銭道線路

上に落下したわ築堤が一部沈下したりして」時汽車の通行の止うた所もあるが何れ

も数時聞にして同復じた由である。

:岐阜測候所の方々の踏査結果も綜合すると相生村附近が震度が最大で強震程度，共

の他前記滑町村方面で、も強震乃至強震(弱き方〉程度と推測された。地震の規模がか

えにり大きかったにか Lはらや大した被害を生じなかったのは，此の地方が二一般に山地

で地盤が強固なのに基因する所が多いとと L足、はれる。

格に臨み今岡の踏査K際し多大なる御好意と便宜を御輿へ下さった岐阜測候所長淵

本技師及同所員御一同に厚く御!漣申上げます。

F 
Z 

‘(昭和9年9月，中央気象，室にて〉

第 4置の説明 A;明治 24年，濃尾， ーヨ3;'大正 14年，北但馬 "0;昭和2年，北

丹後 D;5年，伊東 E;5年i大事寺j" F; 5年，北伊豆 G;6年，西埼玉，-

H; S年，能登，I;9年，岐阜0" ¥ 
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